
(57)【要約】

【課題】　貼り合わせ基板間へのエッチング液侵入によ

る不良を発生させることなく、液晶表示装置の薄型加工

を行う。

【解決手段】　フォトスペーサやカラーフィルタの色層

などの材料を用いて線状または柱状の保護壁パターン５

を形成し、その保護壁パターン５に沿ってシール材を塗

布してシールパターン３を形成した後、これらの一対の

基板を貼り合わせ、エッチング液の侵入を防ぐためにエ

ッチング液封止材６を基板端１から浸透させる。貼り合

わせた一対の基板の外周部分に保護壁パターン５、シー

ルパターン３および封止パターン６の三重シール構造が

形成されているため、シールパターン３や封止パターン

６に欠陥があっても、保護壁パターン５によって貼り合

わせた一対の基板間へのエッチング液侵入が阻止される

。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 表 示 部 が 設 け ら れ た 一 対 の 基 板 が 所 定 間 隔 を 空 け て シ ー ル 材 に よ り 貼 り 合 わ さ れ
た パ ネ ル 基 板 に お い て 、
　 該 一 対 の 基 板 間 の 基 板 外 周 側 に 設 け ら れ た 保 護 壁 パ タ ー ン と 、
　 該 表 示 部 毎 の 周 囲 に 設 け ら れ る と 共 に 、 該 保 護 壁 パ タ ー ン の 内 側 お よ び 外 側 の 少 な く と
も 一 方 に 沿 っ て 該 シ ー ル 材 が 設 け ら れ た シ ー ル パ タ ー ン と 、
　 該 シ ー ル パ タ ー ン ま た は 該 保 護 壁 パ タ ー ン の 更 に 外 側 で 基 板 外 周 端 の 隙 間 に 充 填 さ れ た
エ ッ チ ン グ 液 封 止 材 と を 有 す る パ ネ ル 基 板 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 保 護 壁 パ タ ー ン は 、 前 記 表 示 部 に 設 け ら れ る 積 層 パ タ ー ン 材 料 の い ず れ か に よ り 形
成 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の パ ネ ル 基 板 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 保 護 壁 パ タ ー ン は 、 フ ォ ト ス ペ ー サ 材 料 を 用 い て 、 前 記 表 示 部 に 設 け ら れ る フ ォ ト
ス ペ ー サ パ タ ー ン に よ り 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の パ ネ ル 基 板 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 フ ォ ト ス ペ ー サ 材 料 は ア ク リ ル 系 感 光 性 樹 脂 材 料 で あ る 請 求 項 ３ に 記 載 の パ ネ ル 基
板 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 保 護 壁 パ タ ー ン は カ ラ ー フ ィ ル タ の 各 色 層 材 料 に よ り 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ ま た
は ２ に 記 載 の パ ネ ル 基 板 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 保 護 壁 パ タ ー ン は 基 板 外 周 側 に 線 状 パ タ ー ン と し て 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ ～ ３ お
よ び ５ の い ず れ か に 記 載 の パ ネ ル 基 板 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 線 状 パ タ ー ン は 複 数 本 設 け ら れ て い る 請 求 項 ６ に 記 載 の パ ネ ル 基 板 。
【 請 求 項 ８ 】
  前 記 保 護 壁 パ タ ー ン と し て 、 液 晶 注 入 時 の 空 気 抜 け 口 に 柱 状 ス ペ ー サ が 形 成 さ れ て い る
請 求 項 １ ～ ３ お よ び ５ の い ず れ か に 記 載 の パ ネ ル 基 板 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 保 護 壁 パ タ ー ン の 幅 は ５ μ ｍ 以 上 ５ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る 請 求 項 １ ～ ３ 、 ５ 、 ６ お よ び
８ の い ず れ か に 記 載 の パ ネ ル 基 板 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 保 護 壁 パ タ ー ン お よ び 前 記 シ ー ル パ タ ー ン は 、 液 晶 注 入 時 の 空 気 抜 け 口 を 開 け た 状
態 で 基 板 外 周 に 線 状 パ タ ー ン と し て 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の パ ネ ル 基 板 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 シ ー ル パ タ ー ン お よ び 前 記 保 護 壁 パ タ ー ン は 、 基 板 外 周 の 基 板 端 部 か ま た は 該 基 板
端 か ら ０ ． １ ｍ ｍ ～ １ ０ ｍ ｍ 程 度 離 れ た 内 側 部 分 に 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ ま た は １ ０ に
記 載 の パ ネ ル 基 板 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 エ ッ チ ン グ 液 封 止 材 は 基 板 全 周 に 浸 透 さ れ て い る か 、 ま た は 液 晶 注 入 時 の 空 気 抜 け
口 部 分 に 浸 透 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の パ ネ ル 基 板 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 エ ッ チ ン グ 液 封 止 材 は 紫 外 線 硬 化 型 樹 脂 ま た は 熱 硬 化 型 シ ー ル 材 で あ る 請 求 項 １ ま
た は １ ２ に 記 載 の パ ネ ル 基 板 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 複 数 の 表 示 部 が 設 け ら れ た 一 対 の 基 板 の い ず れ か 一 方 の 基 板 外 周 側 に 予 め 保 護 壁 パ タ ー
ン を 設 け る 工 程 と 、
　 該 一 対 の 基 板 の い ず れ か の 基 板 に 、 該 表 示 部 毎 の 周 囲 に シ ー ル 材 を 塗 布 す る と 共 に 、 基
板 貼 り 合 わ せ 時 に 該 保 護 壁 パ タ ー ン の 内 側 お よ び 外 側 の 少 な く と も 一 方 に 沿 っ て 該 シ ー ル
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材 が 位 置 す る よ う に 該 シ ー ル 材 を 塗 布 す る 工 程 と 、
　 所 定 間 隔 を 空 け て 該 一 対 の 基 板 を 対 向 配 置 し た 状 態 で 、 該 表 示 部 周 囲 と 該 基 板 外 周 に 設
け た シ ー ル 材 に よ り 接 着 し て 貼 り 合 わ せ る 工 程 と 、
　 貼 り 合 わ せ た 一 対 の 基 板 外 周 端 の 隙 間 に エ ッ チ ン グ 液 封 止 材 を 充 填 す る 工 程 と を 有 す る
パ ネ ル 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 エ ッ チ ン グ 液 封 止 材 が 充 填 さ れ た 一 対 の 基 板 を エ ッ チ ン グ 液 に 浸 漬 し て 該 一 対 の 基
板 を 薄 型 加 工 す る 工 程 を 更 に 有 す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の パ ネ ル 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 保 護 壁 パ タ ー ン を 、 前 記 表 示 部 に 設 け ら れ る 積 層 パ タ ー ン 材 料 の い ず れ か を 用 い て
形 成 す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の パ ネ ル 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 保 護 壁 パ タ ー ン は 、 フ ォ ト ス ペ ー サ 材 料 を 用 い 、 前 記 表 示 部 に 設 け ら れ る フ ォ ト ス
ペ ー サ パ タ ー ン と 同 時 に 形 成 す る 請 求 項 １ ４ ま た は １ ６ に 記 載 の パ ネ ル 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 フ ォ ト ス ペ ー サ 材 料 と し て ア ク リ ル 系 感 光 性 樹 脂 材 料 を 用 い る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の
パ ネ ル 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 保 護 壁 パ タ ー ン を カ ラ ー フ ィ ル タ の 各 色 層 材 料 を 用 い て 各 色 層 パ タ ー ン 積 層 時 に 形
成 す る 請 求 項 １ ４ ま た は １ ６ に 記 載 の パ ネ ル 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 保 護 壁 パ タ ー ン を 、 基 板 外 周 側 に 線 状 パ タ ー ン と し て 形 成 す る 請 求 項 １ ４ 、 １ ６ 、
１ ７ お よ び １ ９ の い ず れ か に 記 載 の パ ネ ル 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 線 状 パ タ ー ン を 複 数 本 形 成 す る 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の パ ネ ル 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
  前 記 保 護 壁 パ タ ー ン と し て 、 液 晶 注 入 時 の 空 気 抜 け 口 に 柱 状 ス ペ ー サ を 形 成 す る 請 求 項
１ ４ 、 １ ６ 、 １ ７ 、 １ ９ お よ び ２ ０ の い ず れ か に 記 載 の パ ネ ル 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 保 護 壁 パ タ ー ン の 幅 を 、 ５ μ ｍ 以 上 ５ ０ ｍ ｍ 以 下 に 形 成 す る 請 求 項 １ ４ 、 １ ６ 、 １
７ 、 １ ９ 、 ２ ０ お よ び ２ ２ の い ず れ か に 記 載 の パ ネ ル 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 保 護 壁 パ タ ー ン お よ び 該 シ ー ル 材 に よ る シ ー ル パ タ ー ン は 、 液 晶 注 入 時 の 空 気 抜 け
口 を 開 け て 、 基 板 外 周 に 線 状 パ タ ー ン と し て 形 成 す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の パ ネ ル 基 板 の 製
造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 シ ー ル 材 に よ る シ ー ル パ タ ー ン お よ び 前 記 保 護 壁 パ タ ー ン を 、 基 板 外 周 の 基 板 端 部
に 形 成 す る か 、 ま た は 基 板 端 か ら ０ ． １ ｍ ｍ ～ １ ０ ｍ ｍ 程 度 離 れ た 内 側 部 分 に 形 成 す る 請
求 項 １ ４ ま た は ２ ４ に 記 載 の パ ネ ル 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 エ ッ チ ン グ 液 封 止 材 を 基 板 全 周 に 浸 透 さ せ る か 、 ま た は 液 晶 注 入 時 の 空 気 抜 け 口 部
分 に 浸 透 さ せ る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の パ ネ ル 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 エ ッ チ ン グ 液 封 止 材 は 紫 外 線 硬 化 型 樹 脂 ま た は 熱 硬 化 型 シ ー ル 材 で あ る 請 求 項 １ ４
ま た は ２ ６ に 記 載 の パ ネ ル 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 請 求 項 １ ４ ～ ２ ７ の い ず れ か に 記 載 の パ ネ ル 基 板 の 製 造 方 法 に お け る 薄 型 加 工 工 程 後 に
、 前 記 表 示 部 の 一 ま た は 複 数 毎 の 所 定 サ イ ズ に カ ッ テ ィ ン グ を す る 工 程 と 、
　 該 カ ッ テ ィ ン グ 後 に 液 晶 注 入 口 か ら 所 定 の 液 晶 組 成 物 を 基 板 間 に 注 入 し た 後 に 該 液 晶 注
入 口 を 封 止 す る 工 程 と を 有 す る 液 晶 表 示 パ ネ ル の 製 造 方 法 。
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 複 数 の 表 示 部 が 設 け ら れ た 一 対 の 基 板 が 所 定 間 隔 を 空 け て シ ー ル 材 に よ り 貼
り 合 わ さ れ た パ ネ ル 基 板 、 こ の パ ネ ル 基 板 の 製 造 方 法 お よ び 、 こ れ を 用 い た 液 晶 表 示 パ ネ
ル の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 液 晶 表 示 パ ネ ル は 、 小 型 化 お よ び 軽 量 化 が 求 め ら れ て お り 、 一 対 の 基 板 の 厚 み を
薄 く す る こ と に よ り 、 軽 量 化 が 図 ら れ て い る 。 し か し な が ら 、 液 晶 表 示 パ ネ ル を 構 成 す る
基 板 と し て ガ ラ ス 基 板 を 用 い た 場 合 、 薄 い ガ ラ ス 基 板 は 取 り 扱 い が 困 難 で あ り 、 液 晶 表 示
パ ネ ル の 製 造 装 置 に 対 す る 制 約 が 多 く な る 。 ま た 、 ガ ラ ス 基 板 の 厚 さ が 薄 く な る ほ ど 、 反
り や 撓 み 、 温 度 変 化 に 対 す る 変 形 な ど を 考 慮 す る 必 要 が 生 じ て 、 液 晶 表 示 パ ネ ル の 生 産 性
が 悪 く な る 。 さ ら に 、 任 意 の 厚 さ の ガ ラ ス 基 板 を 得 る こ と が で き ず 、 液 晶 表 示 パ ネ ル を 所
望 の 厚 さ と す る た め に は 、 液 晶 表 示 パ ネ ル の 製 造 コ ス ト が 高 く な る と い う 問 題 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 、 最 近 で は 、 シ ー ル 材 に よ っ て 一 対 の ガ ラ ス 基 板 を 貼 り 合 わ せ た 後 に 研 磨 粒 子 に
よ り 基 板 外 面 を 研 磨 す る か 、 ま た は エ ッ チ ン グ 液 に 浸 漬 し て 基 板 外 面 を エ ッ チ ン グ す る こ
と に よ り 、 基 板 の 厚 み を 薄 く す る 薄 型 加 工 が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 例 え ば 特 許 文 献 １ ～ ３ に は 、 図 ８ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 シ ー ル 材 を 一 方 の ガ ラ ス 基 板 の
液 晶 封 入 領 域 （ 表 示 部 ） １ １ の 周 囲 に 塗 布 す る と 共 に 、 基 板 外 周 に も 塗 布 し て 他 方 の 基 板
と 貼 り 合 わ せ た 後 、 基 板 外 周 に 塗 布 さ れ た シ ー ル パ タ ー ン １ ２ の 空 気 抜 け 口 １ ３ に エ ッ チ
ン グ 液 封 止 材 １ ４ を 浸 透 さ せ 、 貼 り 合 わ せ 基 板 を エ ッ チ ン グ 液 に 浸 漬 さ せ る こ と に よ り 薄
型 加 工 を 行 う 方 法 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 薄 型 加 工 方 法 に よ れ ば 、 シ ー ル パ タ ー ン １ ２ の
空 気 抜 け 口 １ ３ に ガ ラ ス 基 板 の 端 部 １ ５ か ら エ ッ チ ン グ 液 封 止 パ タ ー ン １ ４ が 浸 透 さ れ て
い る た め 、 空 気 抜 け 口 １ ３ か ら 基 板 間 に エ ッ チ ン グ 液 が 侵 入 す る こ と な く 、 基 板 外 面 が エ
ッ チ ン グ さ れ て 液 晶 表 示 パ ネ ル が 薄 型 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 例 え ば 特 許 文 献 ４ に は 、 図 ８ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ガ ラ ス 基 板 の 外 周 部 に 塗 布 さ れ た シ
ー ル パ タ ー ン １ ２ の 空 気 抜 け 口 １ ３ の み な ら ず 、 ガ ラ ス 基 板 全 周 に 、 上 記 エ ッ チ ン グ 液 封
止 材 を 浸 透 さ せ る 方 法 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 方 法 に よ れ ば 、 ガ ラ ス 基 板 全 周 に 上 記 エ ッ
チ ン グ 液 封 止 材 か ら な る エ ッ チ ン グ 液 封 止 パ タ ー ン １ ４ Ａ が 形 成 さ れ て い る た め 、 シ ー ル
パ タ ー ン １ ２ に 欠 陥 （ 穴 や 亀 裂 ） １ ６ が あ っ て も 、 そ の 部 分 か ら ガ ラ ス 基 板 間 に エ ッ チ ン
グ 液 が 侵 入 す る こ と な く 、 ガ ラ ス 基 板 外 面 が エ ッ チ ン グ さ れ て 液 晶 表 示 パ ネ ル が 薄 型 化 さ
れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ４ － １ １ ６ ６ １ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ５ － ２ ４ ９ ４ ２ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ５ － ２ ４ ９ ４ ２ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ３ ４ ８ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 １ ～ ３ で は 、 図 ８ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 シ ー ル パ タ ー ン １
２ に 欠 陥 （ 穴 や 亀 裂 ） １ ６ が 頻 繁 に 発 生 し て エ ッ チ ン グ 液 侵 入 経 路 １ ７ が 生 じ 、 エ ッ チ ン
グ 液 が 貼 り 合 せ 基 板 間 に 侵 入 し て 表 示 機 能 な ど を 損 な う と い う 不 良 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 特 許 文 献 ４ で は 、 図 ８ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 シ ー ル パ タ ー ン １ ２ の 欠 陥 （ 穴 や 亀 裂
） １ ６ お よ び エ ッ チ ン グ 液 封 止 パ タ ー ン １ ４ Ａ の 欠 陥 （ 穴 や 亀 裂 ） １ ８ が 同 時 に 発 生 す る
と 、 エ ッ チ ン グ 液 侵 入 経 路 １ ９ が 生 じ 、 エ ッ チ ン グ 液 侵 入 経 路 １ ９ を 通 っ て エ ッ チ ン グ 液
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が シ ー ル パ タ ー ン １ ２ 内 部 の 貼 り 合 せ 基 板 間 に 侵 入 し て 基 板 内 面 の 表 示 機 能 な ど を 損 な う
と い う 不 良 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 従 来 の 問 題 を 解 決 す る も の で 、 貼 り 合 わ せ 基 板 間 へ の エ ッ チ ン グ 液 の 侵
入 に よ る 不 良 を 発 生 さ せ る こ と な く 薄 型 加 工 を 行 う こ と が で き る パ ネ ル 基 板 、 パ ネ ル 基 板
の 製 造 方 法 お よ び こ れ を 用 い た 液 晶 表 示 パ ネ ル の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の パ ネ ル 基 板 は 、 複 数 の 表 示 部 が 設 け ら れ た 一 対 の 基 板 が 所 定 間 隔 を 空 け て シ ー
ル 材 に よ り 貼 り 合 わ さ れ た パ ネ ル 基 板 に お い て 、
　 該 一 対 の 基 板 間 の 基 板 外 周 側 に 設 け ら れ た 保 護 壁 パ タ ー ン と 、
　 該 表 示 部 毎 の 周 囲 に 設 け ら れ る と 共 に 、 該 保 護 壁 パ タ ー ン の 内 側 お よ び 外 側 の 少 な く と
も 一 方 に 沿 っ て 該 シ ー ル 材 が 設 け ら れ た シ ー ル パ タ ー ン と 、
　 該 シ ー ル パ タ ー ン ま た は 該 保 護 壁 パ タ ー ン の 更 に 外 側 で 基 板 外 周 端 の 隙 間 に 充 填 さ れ た
エ ッ チ ン グ 液 封 止 材 と を 有 し 、 そ の こ と に よ り 上 記 目 的 が 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 好 ま し く は 、 本 発 明 の パ ネ ル 基 板 に お け る 保 護 壁 パ タ ー ン は 、 前 記 表 示 部 に 設 け
ら れ る 積 層 パ タ ー ン 材 料 の い ず れ か に よ り 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 、 好 ま し く は 、 本 発 明 の パ ネ ル 基 板 に お け る 保 護 壁 パ タ ー ン は 、 フ ォ ト ス ペ ー サ
材 料 を 用 い て 、 前 記 表 示 部 に 設 け ら れ る フ ォ ト ス ペ ー サ パ タ ー ン に よ り 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 好 ま し く は 、 本 発 明 の パ ネ ル 基 板 に お け る フ ォ ト ス ペ ー サ 材 料 は ア ク リ ル 系 感
光 性 樹 脂 材 料 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 好 ま し く は 、 本 発 明 の パ ネ ル 基 板 に お け る 保 護 壁 パ タ ー ン は カ ラ ー フ ィ ル タ の
各 色 層 材 料 に よ り 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 好 ま し く は 、 本 発 明 の パ ネ ル 基 板 に お け る 保 護 壁 パ タ ー ン は 基 板 外 周 側 に 線 状
パ タ ー ン と し て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 好 ま し く は 、 本 発 明 の パ ネ ル 基 板 に お け る 線 状 パ タ ー ン は 複 数 本 設 け ら れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 さ ら に 、 好 ま し く は 、 本 発 明 の パ ネ ル 基 板 に お け る 保 護 壁 パ タ ー ン と し て 、 液 晶 注 入 時
の 空 気 抜 け 口 に 柱 状 ス ペ ー サ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 、 好 ま し く は 、 本 発 明 の パ ネ ル 基 板 に お け る 保 護 壁 パ タ ー ン の 幅 は ５ μ ｍ 以 上   
      ５ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に 、 好 ま し く は 、 本 発 明 の パ ネ ル 基 板 に お い て 、 前 記 保 護 壁 パ タ ー ン お よ び 前 記 シ
ー ル パ タ ー ン は 、 液 晶 注 入 時 の 空 気 抜 け 口 を 開 け た 状 態 で 基 板 外 周 に 線 状 パ タ ー ン と し て
形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 好 ま し く は 、 本 発 明 の パ ネ ル 基 板 に お け る シ ー ル パ タ ー ン お よ び 前 記 保 護 壁 パ
タ ー ン は 、 基 板 外 周 の 基 板 端 部 か ま た は 該 基 板 端 か ら ０ ． １ ｍ ｍ ～ １ ０ ｍ ｍ 程 度 離 れ た 内
側 部 分 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら に 、 好 ま し く は 、 本 発 明 の パ ネ ル 基 板 に お け る エ ッ チ ン グ 液 封 止 材 は 基 板 全 周 に 浸
透 さ れ て い る か 、 ま た は 液 晶 注 入 時 の 空 気 抜 け 口 部 分 に 浸 透 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 さ ら に 、 好 ま し く は 、 本 発 明 の パ ネ ル 基 板 に お け る エ ッ チ ン グ 液 封 止 材 は 紫 外 線 硬 化 型
樹 脂 ま た は 熱 硬 化 型 シ ー ル 材 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の パ ネ ル 基 板 の 製 造 方 法 は 、 複 数 の 表 示 部 が 設 け ら れ た 一 対 の 基 板 の い ず れ か 一
方 の 基 板 外 周 側 に 予 め 保 護 壁 パ タ ー ン を 設 け る 工 程 と 、
　 該 一 対 の 基 板 の い ず れ か の 基 板 に 、 該 表 示 部 毎 の 周 囲 に シ ー ル 材 を 塗 布 す る と 共 に 、 基
板 貼 り 合 わ せ 時 に 該 保 護 壁 パ タ ー ン の 内 側 お よ び 外 側 の 少 な く と も 一 方 に 沿 っ て 該 シ ー ル
材 が 位 置 す る よ う に 該 シ ー ル 材 を 塗 布 す る 工 程 と 、
　 所 定 間 隔 を 空 け て 該 一 対 の 基 板 を 対 向 配 置 し た 状 態 で 、 該 表 示 部 周 囲 と 該 基 板 外 周 に 設
け た シ ー ル 材 に よ り 接 着 し て 貼 り 合 わ せ る 工 程 と 、
　 貼 り 合 わ せ た 一 対 の 基 板 外 周 端 の 隙 間 に エ ッ チ ン グ 液 封 止 材 を 充 填 す る 工 程 と を 有 し 、
そ の こ と に よ り 上 記 目 的 が 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 好 ま し く は 、 本 発 明 の パ ネ ル 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 エ ッ チ ン グ 液 封 止 材
が 充 填 さ れ た 一 対 の 基 板 を エ ッ チ ン グ 液 に 浸 漬 し て 該 一 対 の 基 板 を 薄 型 加 工 す る 工 程 を 更
に 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 さ ら に 、 好 ま し く は 、 本 発 明 の パ ネ ル 基 板 の 製 造 方 法 に お け る 保 護 壁 パ タ ー ン を 、 前 記
表 示 部 に 設 け ら れ る 積 層 パ タ ー ン 材 料 の い ず れ か を 用 い て 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 好 ま し く は 、 本 発 明 の パ ネ ル 基 板 の 製 造 方 法 に お け る 保 護 壁 パ タ ー ン は 、 フ ォ
ト ス ペ ー サ 材 料 を 用 い 、 前 記 表 示 部 に 設 け ら れ る フ ォ ト ス ペ ー サ パ タ ー ン と 同 時 に 形 成 す
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 さ ら に 、 好 ま し く は 、 本 発 明 の パ ネ ル 基 板 の 製 造 方 法 に お け る フ ォ ト ス ペ ー サ 材 料 と し
て ア ク リ ル 系 感 光 性 樹 脂 材 料 を 用 い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 さ ら に 、 好 ま し く は 、 本 発 明 の パ ネ ル 基 板 の 製 造 方 法 に お け る 保 護 壁 パ タ ー ン を カ ラ ー
フ ィ ル タ の 各 色 層 材 料 を 用 い て 各 色 層 パ タ ー ン 積 層 時 に 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 さ ら に 、 好 ま し く は 、 本 発 明 の パ ネ ル 基 板 の 製 造 方 法 に お け る 保 護 壁 パ タ ー ン を 、 基 板
外 周 側 に 線 状 パ タ ー ン と し て 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 さ ら に 、 好 ま し く は 、 本 発 明 の パ ネ ル 基 板 の 製 造 方 法 に お け る 線 状 パ タ ー ン を 複 数 本 形
成 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 さ ら に 、 好 ま し く は 、 本 発 明 の パ ネ ル 基 板 の 製 造 方 法 に お け る 保 護 壁 パ タ ー ン と し て 、
液 晶 注 入 時 の 空 気 抜 け 口 に 柱 状 ス ペ ー サ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 さ ら に 、 好 ま し く は 、 本 発 明 の パ ネ ル 基 板 の 製 造 方 法 に お け る 保 護 壁 パ タ ー ン の 幅 を 、
５ μ ｍ 以 上 ５ ０ ｍ ｍ 以 下 に 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 さ ら に 、 好 ま し く は 、 本 発 明 の パ ネ ル 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 保 護 壁 パ タ ー ン お
よ び 前 記 シ ー ル 材 に よ る シ ー ル パ タ ー ン は 、 液 晶 注 入 時 の 空 気 抜 け 口 を 開 け た 状 態 で 、 基
板 外 周 に 線 状 パ タ ー ン と し て 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 さ ら に 、 好 ま し く は 、 本 発 明 の パ ネ ル 基 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 シ ー ル 材 に よ る シ
ー ル パ タ ー ン お よ び 前 記 保 護 壁 パ タ ー ン を 、 基 板 外 周 の 基 板 端 部 に 形 成 す る か 、 ま た は 基
板 端 か ら ０ ． １ ｍ ｍ ～ １ ０ ｍ ｍ 程 度 離 れ た 内 側 部 分 に 形 成 す る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】
　 さ ら に 、 好 ま し く は 、 本 発 明 の パ ネ ル 基 板 の 製 造 方 法 に お け る エ ッ チ ン グ 液 封 止 材 を 基
板 全 周 に 浸 透 さ せ る か 、 ま た は 液 晶 注 入 時 の 空 気 抜 け 口 部 分 に 浸 透 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 さ ら に 、 好 ま し く は 、 本 発 明 の パ ネ ル 基 板 の 製 造 方 法 に お け る エ ッ チ ン グ 液 封 止 材 は 紫
外 線 硬 化 型 樹 脂 ま た は 熱 硬 化 型 シ ー ル 材 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 の 液 晶 表 示 パ ネ ル の 製 造 方 法 は 、 本 発 明 の 上 記 パ ネ ル 基 板 の 製 造 方 法 の 薄 型 加 工
工 程 後 に 、 前 記 表 示 部 の 一 ま た は 複 数 毎 の 所 定 サ イ ズ に カ ッ テ ィ ン グ を す る 工 程 と 、 該 カ
ッ テ ィ ン グ 後 に 液 晶 注 入 口 か ら 所 定 の 液 晶 組 成 物 を 基 板 間 に 注 入 し た 後 に 該 液 晶 注 入 口 を
封 止 す る 工 程 と を 有 し 、 そ の こ と に よ り 上 記 目 的 が 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 記 構 成 に よ り 、 以 下 、 本 発 明 の 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 に あ っ て は 、 例 え ば フ ォ ト ス ペ ー サ や カ ラ ー フ ィ ル タ の 色 層 な ど の 積 層 パ タ ー ン
材 料 を 用 い て 線 状 ま た は 柱 状 の 保 護 壁 パ タ ー ン を 形 成 し 、 そ の 保 護 壁 パ タ ー ン に 沿 っ て シ
ー ル 材 を 塗 布 し て 貼 り 合 わ せ を 行 い 、 さ ら に 、 エ ッ チ ン グ 液 の 侵 入 を 防 ぐ た め に エ ッ チ ン
グ 液 封 止 材 を 基 板 端 か ら 浸 透 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 貼 り 合 わ せ 基 板 の 外 周 に 保 護 壁 パ タ ー
ン 、 シ ー ル パ タ ー ン お よ び エ ッ チ ン グ 液 封 止 パ タ ー ン の 三 重 シ ー ル 構 造 が 形 成 さ れ て 、 貼
り 合 せ 基 板 間 へ の エ ッ チ ン グ 液 の 侵 入 を よ り 確 実 に 防 ぐ こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 上 に よ り 、 本 発 明 に よ れ ば 、 貼 り 合 せ 基 板 の 外 周 に 保 護 壁 パ タ ー ン 、 シ ー ル パ タ ー ン
お よ び エ ッ チ ン グ 液 封 止 パ タ ー ン の 三 重 シ ー ル 構 造 が 形 成 さ れ る た め 、 シ ー ル 材 お よ び エ
ッ チ ン グ 液 封 止 材 の パ タ ー ン に 欠 陥 （ 穴 や 亀 裂 な ど ） が 生 じ た 場 合 で あ っ て も 、 エ ッ チ ン
グ 液 の 貼 り 合 せ 基 板 間 へ の 侵 入 を よ り 確 実 に 防 ぐ こ と が で き る 。 よ っ て 、 エ ッ チ ン グ 液 の
侵 入 に よ る 表 示 不 良 を 発 生 さ せ る こ と な く 、 よ り 確 実 に 薄 型 加 工 を 行 っ て 液 晶 表 示 パ ネ ル
の 軽 量 化 を 図 る こ と が で き る 。 し い て は 、 こ の 液 晶 表 示 パ ネ ル を 用 い る こ と に よ り 液 晶 表
示 装 置 の 軽 量 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 の パ ネ ル 基 板 、 そ の 製 造 方 法 を 含 む 液 晶 表 示 パ ネ ル の 製 造 方 法 の 実 施 形
態 １ ， ２ に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 こ こ で 、 パ ネ ル 基 板 と は
、 後 述 す る が 、 薄 型 処 理 ま で の 中 間 品 で あ り 、 こ れ を 表 示 部 毎 の 所 定 サ イ ズ に カ ッ テ ィ ン
グ し 、 液 晶 を 注 入 し て 液 晶 表 示 パ ネ ル と す る 。
（ 実 施 形 態 １ ）
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 １ の パ ネ ル 基 板 に お け る 貼 り 合 せ 基 板 の 表 示 部 端 か ら 基 板 端
ま で の 要 部 構 成 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 １ に お い て 、 パ ネ ル 基 板 １ ０ は 、 Ｔ Ｆ Ｔ （ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ） 基 板 １ ａ と Ｃ Ｆ （ カ ラ
ー フ ィ ル タ ） 基 板 １ ｂ と が 表 示 部 ２ の 周 囲 の 額 縁 部 と 基 板 外 周 部 １ ｃ に 設 け ら れ た シ ー ル
パ タ ー ン ３ の シ ー ル 材 に よ り 接 着 さ れ て 貼 り 合 わ せ ら れ て お り 、 こ の シ ー ル パ タ ー ン ３ の
シ ー ル 材 で 囲 ま れ た 両 基 板 間 の 間 隙 内 に 液 晶 ４ が 注 入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 シ ー ル パ タ ー ン ３ は 、 表 示 部 ２ の 周 囲 部 分 （ シ ー ル パ タ ー ン ３ ａ ） お よ び 基 板 外 周 部 １
ｃ （ シ ー ル パ タ ー ン ３ ｂ ） に 設 け ら れ て お り 、 さ ら に 、 基 板 外 周 部 １ ｃ の シ ー ル パ タ ー ン
３ ｂ の 外 周 面 に 接 す る よ う に 保 護 壁 パ タ ー ン ５ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 保 護 壁 パ タ ー ン ５
の 更 に 外 側 に 接 す る よ う に 、 基 板 端 １ ｄ の 隙 間 に エ ッ チ ン グ 液 封 止 材 ６ が 充 填 さ れ て い る
。 こ れ に よ り 、 基 板 内 部 か ら 基 板 端 １ ｄ に 向 か っ て 、 シ ー ル パ タ ー ン ３ 、 保 護 壁 パ タ ー ン
５ お よ び エ ッ チ ン グ 封 止 パ タ ー ン ６ の 順 に 三 重 シ ー ル 構 造 な っ て い る 。
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【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の 保 護 壁 パ タ ー ン ５ の 幅 は 、 シ ー ル パ タ ー ン ３ が 有 す る 保 護 壁 と し て の 機 能 と 同 等 の
機 能 を 保 護 壁 パ タ ー ン ５ に 与 え て い る た め 、 少 な く と も ５ μ ｍ 以 上 と す る こ と が 好 ま し い
。 ま た 、 保 護 壁 パ タ ー ン ５ の 幅 を 広 く す る ほ ど 、 保 護 壁 と し て の 機 能 が 高 め ら れ る た め 、
保 護 壁 パ タ ー ン ５ の 幅 は 可 能 な 限 り 広 く す る こ と が 好 ま し い 。 そ の 上 限 値 と し て は 、 カ ッ
テ ィ ン グ （ 切 断 ） す る パ ネ ル 基 板 の 外 周 部 １ ｃ の 余 幅 と し て 最 大 寸 法 ５ ０ ｍ ｍ 程 度 で あ る
。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の 保 護 壁 パ タ ー ン の 幅 が ５ μ ｍ 以 上 ５ ０ ｍ ｍ 以 下 の 理 由 に つ い て 説 明 す る と 、 保 護 壁
パ タ ー ン の 幅 は 、 カ ッ テ ィ ン グ す る パ ネ ル 基 板 の 外 周 部 の 余 幅 に よ っ て 決 ま る 。 出 来 る 限
り 面 付 け 数 を 増 や す た め 、 外 周 部 の 幅 は 基 板 面 内 に 設 計 す る 液 晶 表 示 部 の 寸 法 よ り 小 さ く
な る 。 携 帯 機 種 （ 携 帯 電 話 装 置 ） な ど の ２ 型 ク ラ ス の パ ネ ル を 想 定 し た 場 合 で は 最 大 寸 法
が １ ０ ｍ ｍ 程 度 で あ る が 、 Ｐ Ｃ モ ニ タ や 液 晶 テ レ ビ ジ ョ ン な ど 大 型 ク ラ ス の 表 示 パ ネ ル を
含 め て 考 え る と 、 最 大 寸 法 ５ ０ ｍ ｍ 程 度 と な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の 保 護 壁 パ タ ー ン ５ の 高 さ は 、 セ ル ギ ャ ッ プ を 変 化 さ せ な い よ う に 、 ス ペ ー サ と 同 程
度 に 設 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 保 護 壁 パ タ ー ン ５ の 材 料 と し て は 、 液 晶 表 示 装 置 の セ ル ギ ャ ッ プ が 変 化 し な い と い う 条
件 下 で あ れ ば 、 表 示 部 ２ に 設 け ら れ る 積 層 パ タ ー ン の い ず れ の 材 料 を 用 い て も よ く 、 例 え
ば フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー 法 に よ り 表 示 部 ２ に 形 成 さ れ る フ ォ ト ス ペ ー サ （ Ｐ Ｓ ） の 材 料 を
用 い る こ と が で き る 。 Ｐ Ｓ 材 料 と し て は 、 従 来 、 ア ク リ ル 系 感 光 性 樹 脂 が 用 い ら れ る 。 ア
ク リ ル 系 感 光 性 樹 脂 は 、 エ ッ チ ン グ 液 に よ る 侵 食 性 に も 優 れ て い る た め 、 保 護 壁 パ タ ー ン
５ の 材 料 と し て 好 ま し い 。 ま た 、 Ｃ Ｆ （ カ ラ ー フ ィ ル タ ） の 各 色 層 （ Ｒ ｅ ｄ 膜 、 Ｇ ｒ ｅ ｅ
ｎ 膜 お よ び Ｂ ｌ ｕ ｅ 膜 ） の 材 料 を 用 い て 、 各 色 層 パ タ ー ン を 上 記 保 護 壁 パ タ ー ン ５ と 同 一
箇 所 に 積 層 さ せ る こ と に よ っ て 、 そ れ を 保 護 壁 パ タ ー ン ５ と し て 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 エ ッ チ ン グ 液 封 止 材 ６ は 、 貼 り 合 せ 基 板 の 隙 間 に 浸 透 さ せ る た め 、 低 粘 度 で あ る こ と が
好 ま し く 、 ま た 、 加 熱 す る と 基 板 に ス ト レ ス が 加 わ る た め 、 基 板 に 対 す る ダ メ ー ジ が 少 な
い 紫 外 線 硬 化 型 樹 脂 を 用 い る こ と が 好 ま し い 。 た だ し 、 基 板 を 貼 り 合 せ る 際 に 使 用 さ れ る
熱 硬 化 型 シ ー ル 材 を エ ッ チ ン グ 液 封 止 材 ６ と し て 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 な お 、 図 １ で は 、 シ ー ル パ タ ー ン ３ ｂ の 外 面 が 保 護 壁 パ タ ー ン ５ の 内 面 に 接 し て い る 構
造 と し て い る が 、 保 護 壁 パ タ ー ン ５ の 外 面 が シ ー ル パ タ ー ン ３ ｂ の 内 面 に 接 し て い る 構 造
と し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の よ う に 、 シ ー ル パ タ ー ン ３ 、 保 護 壁 パ タ ー ン ５ お よ び エ ッ チ ン グ 液 封 止 パ タ ー ン ６
が 重 な っ た 三 重 シ ー ル 構 造 と す る こ と に よ っ て 、 シ ー ル パ タ ー ン ３ お よ び エ ッ チ ン グ 液 封
止 パ タ ー ン ６ に 欠 陥 が 生 じ て も 、 保 護 壁 パ タ ー ン ５ に よ っ て エ ッ チ ン グ 液 の 基 板 間 へ の 侵
入 を 阻 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ２ は 、 図 １ の パ ネ ル 基 板 の 要 部 構 成 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 パ ネ ル 基 板 １ ０ は 、 前 述 し た よ う に 、 複 数 の 表 示 部 ２ が 設 け ら
れ 、 所 定 間 隔 を 空 け て 設 け ら れ た 一 対 の 基 板 （ Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ａ と Ｃ Ｆ 基 板 １ ｂ ） と 、 こ の
Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ａ と Ｃ Ｆ 基 板 １ ｂ 間 の 基 板 外 周 部 １ ｃ 側 に 設 け ら れ た 保 護 壁 パ タ ー ン ５ と 、
表 示 部 ２ 毎 の 周 囲 に 設 け ら れ る と 共 に 、 保 護 壁 パ タ ー ン ５ の 内 側 に 沿 っ て シ ー ル 材 が 設 け
ら れ た シ ー ル パ タ ー ン ３ と 、 こ の 保 護 壁 パ タ ー ン ５ の 更 に 外 側 で 基 板 端 １ ｄ の 隙 間 に 充 填
さ れ た エ ッ チ ン グ 液 封 止 材 か ら な る エ ッ チ ン グ 液 封 止 パ タ ー ン ６ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 少 な く と も 基 板 外 周 部 １ ｃ に 設 け ら れ る シ ー ル パ タ ー ン ３ ｂ は 、 線 状 パ タ ー ン と し て 形
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成 す る 。 こ の と き 、 基 板 外 周 部 １ ｃ を 線 状 の シ ー ル パ タ ー ン ３ ｂ に よ っ て 完 全 に 密 封 す る
の で は な く 、 液 晶 注 入 時 の 空 気 抜 け 口 ７ を 予 め 開 け て お く 。 ま た 、 保 護 壁 パ タ ー ン ５ は 、
こ こ で は 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 シ ー ル パ タ ー ン ３ ｂ の 外 側 に 沿 う よ う に 、 線 状 パ タ ー
ン と し て 形 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ こ で 、 薄 型 加 工 時 に 貼 り 合 せ 基 板 間 に エ ッ チ ン グ 液 が 残 ら な い よ う に 、 図 ２ （ ａ ） に
示 す よ う に 、 シ ー ル パ タ ー ン ３ ｂ お よ び 保 護 壁 パ タ ー ン ５ を 可 能 な 限 り 基 板 端 １ ｃ に 近 付
け て 配 置 す る こ と が 好 ま し い 。 但 し 、 装 置 上 の 問 題 が 発 生 す る た め に 、 基 板 端 １ ｃ に シ ー
ル パ タ ー ン ３ ｂ お よ び 保 護 壁 パ タ ー ン ５ を 配 置 す る こ と が 困 難 で あ る 場 合 に は 、 基 板 端 １
ｃ か ら ０ ． １ ｍ ｍ ～ １ ０ ｍ ｍ 程 度 離 れ た 内 側 部 分 に 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 エ ッ チ ン グ 液 封 止 材 か ら な る エ ッ チ ン グ 液 封 止 パ タ ー ン ６ は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に
、 基 板 全 周 に 浸 透 さ せ る こ と が 好 ま し い 。 し か し な が ら 、 エ ッ チ ン グ 液 封 止 材 の 浸 透 作 業
に は 時 間 を 要 す る こ と か ら 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 液 晶 注 入 時 の 空 気 抜 け 口 ７ の 部 分
の み に 浸 透 さ せ て も よ い 。 空 気 抜 け 口 ７ 以 外 の 部 分 で は 、 エ ッ チ ン グ 液 封 止 パ タ ー ン ６ が
な く て も 保 護 壁 パ タ ー ン ５ が 存 在 し て お り 、 保 護 壁 パ タ ー ン ５ に よ っ て エ ッ チ ン グ 液 の 基
板 間 へ の 侵 入 を 阻 止 す る こ と が で き る か ら で あ る 。 こ の 場 合 に は 、 エ ッ チ ン グ 液 の 基 板 間
へ の 侵 入 防 止 を 維 持 し つ つ エ ッ チ ン グ 液 封 止 材 の 浸 透 作 業 が 簡 略 化 さ れ る と い う メ リ ッ ト
が あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 １ の 液 晶 表 示 パ ネ ル の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ３ は 、 図 １ の 液 晶 表 示 パ ネ ル の 製 造 工 程 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 ま ず 、 ス テ ッ プ Ｓ １ で 、 一 対 の 基 板 （ Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ａ お よ び Ｃ Ｆ 基
板 １ ｂ ） を 作 製 す る と き に 、 一 方 の 基 板 上 に 保 護 壁 パ タ ー ン ５ を 、 表 示 部 ２ に 設 け ら れ る
積 層 パ タ ー ン 材 料 の い ず れ か を 用 い て 形 成 す る 。 こ こ で は 、 Ｃ Ｆ 基 板 １ ｂ 上 に 保 護 パ タ ー
ン ５ を 形 成 す る 例 に つ い て 説 明 す る が 、 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ａ 上 に 形 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 Ｃ Ｆ 基 板 １ ｂ は 、 遮 光 性 材 料 か ら な る ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス を ガ ラ ス 基 板 上 に 形 成 し た 後
、 表 示 部 ２ に 、 色 層 、 透 明 電 極 お よ び 、 フ ォ ト ス ペ ー サ （ Ｐ Ｓ ） パ タ ー ン を 形 成 す る プ ロ
セ ス を 経 て 作 製 さ れ る 。 こ の 色 層 ま た は Ｐ Ｓ パ タ ー ン の 形 成 時 に 、 露 光 工 程 に 使 用 さ れ る
マ ス ク 設 計 を 変 更 す る こ と に よ り 、 表 示 部 ２ に 色 層 ま た は Ｐ Ｓ パ タ ー ン を 形 成 す る と 共 に
、 図 ２ に 示 す よ う に 、 基 板 外 周 部 １ ｃ に も こ の 色 層 ま た は Ｐ Ｓ パ タ ー ン の 材 料 を 用 い て １
本 の 線 状 の 保 護 壁 パ タ ー ン ５ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ で Ｃ Ｆ 基 板 １ ｂ お よ び Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ａ の 互 い の 対 向 面 上 に 配 向 膜 を そ れ ぞ
れ 印 刷 し て 熱 処 理 を 施 し た 後 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ で 配 向 膜 の ラ ビ ン グ 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ で 、 シ ー ル 材 を 塗 布 す る 。 こ の と き 、 複 数 の 表 示 部 ２ の 各 外 周 部 分 に シ ー
ル 材 を 塗 布 し て シ ー ル パ タ ー ン ３ ａ を 形 成 す る と 共 に 、 基 板 貼 り 合 せ 時 に 保 護 壁 パ タ ー ン
５ の 内 側 （ ま た は ／ お よ び 外 側 ） に 沿 っ て 配 置 さ れ る よ う に 基 板 外 周 部 １ ｃ に シ ー ル 材 を
塗 布 し て シ ー ル パ タ ー ン ３ ｂ を 形 成 す る 。 こ の シ ー ル 材 は 、 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ａ お よ び Ｃ Ｆ 基
板 １ ｂ の い ず れ に 塗 布 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ で 、 一 対 の 基 板 （ Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ａ と Ｃ Ｆ 基 板 １ ｂ ） を 貼 り 合 せ た 後 、 ス テ
ッ プ Ｓ ６ で 、 貼 り 合 せ た 各 基 板 外 周 側 面 の 基 板 端 １ ｄ か ら エ ッ チ ン グ 液 封 止 材 を 浸 透 さ せ
て 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 基 板 全 周 ま た は 少 な く と も 液 晶 注 入 時 の 空 気 抜 け 口 ７ の 部 分 に エ
ッ チ ン グ 液 封 止 パ タ ー ン ６ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
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　 ス テ ッ プ Ｓ ７ で 、 貼 り 合 わ せ 一 対 の 基 板 （ Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ａ と Ｃ Ｆ 基 板 １ ｂ ） を エ ッ チ ン
グ 液 に 浸 漬 し て 基 板 外 面 を エ ッ チ ン グ す る こ と に よ り 薄 型 加 工 を 行 う 。 こ れ に よ っ て 、 シ
ー ル パ タ ー ン ３ 、 保 護 壁 パ タ ー ン ５ お よ び エ ッ チ ン グ 液 封 止 パ タ ー ン ６ が 重 な っ た 三 重 シ
ー ル 構 造 に よ り 、 シ ー ル パ タ ー ン ３ お よ び エ ッ チ ン グ 液 封 止 パ タ ー ン ６ に 欠 陥 （ 穴 や 亀 裂
な ど ） が 生 じ て も 、 保 護 壁 パ タ ー ン ５ に よ っ て エ ッ チ ン グ 液 の 基 板 間 へ の 侵 入 が 阻 止 さ れ
て 表 示 部 不 良 が 防 止 さ れ た 本 発 明 の パ ネ ル 基 板 が 製 造 さ れ る 。
こ の 後 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ で 、 パ ネ ル 基 板 を 、 各 表 示 部 ２ の 一 ま た は 複 数 毎 の 所 定 サ イ ズ に
カ ッ テ ィ ン グ す る 。 小 さ い サ イ ズ の 表 示 部 か ら な る 液 晶 表 示 パ ネ ル は 複 数 の 表 示 部 を 一 体
と し て カ ッ テ ィ ン グ し 、 後 ほ ど 、 即 ち 液 晶 注 入 お よ び 液 晶 注 入 口 封 止 後 に 更 に カ ッ テ ィ ン
グ し て 一 つ の 液 晶 表 示 パ ネ ル と す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ９ で 、 カ ッ テ ィ ン グ さ れ た 各 液 晶 表 示 パ ネ ル の 液 晶 注 入 口 か ら 液 晶 組 成 物 （
液 晶 材 料 ） を 注 入 し 、 紫 外 線 硬 化 型 樹 脂 な ど に よ り 、 そ の 液 晶 注 入 口 を 封 止 す る こ と に よ
っ て 液 晶 表 示 パ ネ ル を 作 製 す る 。 こ の 液 晶 表 示 パ ネ ル に 、 例 え ば 透 過 型 の 場 合 に は バ ッ ク
ラ イ ト な ど が 装 着 さ れ て 、 例 え ば テ レ ビ ジ ョ ン 装 置 や パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 、 さ ら に は
携 帯 電 話 装 置 や Ｐ Ｄ Ａ な ど の 各 種 表 示 画 面 部 に 用 い ら れ る 液 晶 表 示 装 置 が 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 以 上 に よ り 、 本 実 施 形 態 １ に よ れ ば 、 シ ー ル パ タ ー ン ３ 、 保 護 壁 パ タ ー ン ５ お よ び エ ッ
チ ン グ 液 封 止 パ タ ー ン ６ が 順 次 設 け ら れ た 三 重 シ ー ル 構 造 と な っ て い る た め 、 シ ー ル パ タ
ー ン ３ お よ び エ ッ チ ン グ 液 封 止 パ タ ー ン ６ に 欠 陥 （ 穴 や 亀 裂 な ど ） が 生 じ て も 、 保 護 壁 パ
タ ー ン ５ に よ っ て エ ッ チ ン グ 液 の 基 板 間 へ の 侵 入 を 阻 止 し て 、 表 示 機 能 な ど に 問 題 が 生 じ
る こ と を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 １ の よ う に 、 基 板 外 周 部 １ ｃ に お け る シ ー ル パ タ ー ン ３ ｂ 、 保 護 壁 パ
タ ー ン ５ お よ び エ ッ チ ン グ 液 封 止 パ タ ー ン ６ の 配 置 は 、 図 １ の も の に 限 ら ず 、 後 述 す る 例
え ば 図 ４ ～ 図 ６ に 示 す よ う な も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 即 ち 、 本 実 施 形 態 １ で は 、 シ ー ル パ タ ー ン ３ ｂ の 外 周 面 が 保 護 壁 パ タ ー ン ５ の 内 面 と 接
し 、 保 護 壁 パ タ ー ン ５ の 外 周 面 が エ ッ チ ン グ 液 封 止 パ タ ー ン ６ と 接 し て い る ３ 重 シ ー ル 構
造 と し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 図 ４ の 場 合 に は 、 保 護 壁 パ タ ー ン ５ の 外 周 面 が 封 止 パ タ ー ン
６ と 接 し て お ら ず 、 所 定 間 隔 を 空 け て い る 。 ま た 、 シ ー ル パ タ ー ン ３ ｂ の 外 側 に 保 護 壁 パ
タ ー ン ５ を 設 け て い る が 、 シ ー ル パ タ ー ン ３ ｂ を 保 護 壁 パ タ ー ン ５ の 外 周 側 に 設 け て も よ
い 。 こ の 構 造 に よ っ て も 、 図 １ の 場 合 と 同 様 に 、 シ ー ル パ タ ー ン ３ ｂ お よ び エ ッ チ ン グ 液
封 止 パ タ ー ン ６ に 欠 陥 が 生 じ た 場 合 で も 、 保 護 壁 パ タ ー ン ５ に よ っ て エ ッ チ ン グ 液 の 基 板
間 へ の 侵 入 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 ５ の 場 合 に は 、 保 護 壁 パ タ ー ン ５ が シ ー ル パ タ ー ン ３ ｂ ， ３ ｂ ’ 間 に 埋 め 込 ま れ て お
り 、 保 護 壁 パ タ ー ン ５ の 外 側 に 設 け ら れ た シ ー ル パ タ ー ン ３ ｂ ’ の 外 面 が エ ッ チ ン グ 液 封
止 パ タ ー ン ６ の 内 周 面 と 接 し て い る 構 造 に な っ て い る 。 こ の シ ー ル 構 造 に よ れ ば 、 外 側 の
シ ー ル パ タ ー ン ３ ｂ ’ お よ び エ ッ チ ン グ 液 封 止 パ タ ー ン ６ に 欠 陥 （ 穴 や 亀 裂 な ど ） が 生 じ
た 場 合 で あ っ て も 、 保 護 壁 パ タ ー ン ５ お よ び そ の 内 側 の シ ー ル パ タ ー ン ３ ｂ に よ っ て エ ッ
チ ン グ 液 の 基 板 間 へ の 侵 入 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 ６ の 場 合 に は 、 保 護 壁 パ タ ー ン ５ が シ ー ル パ タ ー ン ３ ｂ ， ３ ｂ ’ 間 に 埋 め 込 ま れ て お
り 、 保 護 壁 パ タ ー ン ５ の 外 周 側 に 設 け ら れ た シ ー ル パ タ ー ン ３ ｂ ’ の 外 面 が エ ッ チ ン グ 封
止 パ タ ー ン ６ と 接 し て い な い 。 こ の シ ー ル 構 造 に よ っ て も 、 図 ５ の 場 合 と 同 様 に 、 外 側 の
シ ー ル パ タ ー ン ３ ｂ ’ お よ び エ ッ チ ン グ 液 封 止 パ タ ー ン ６ に 欠 陥 （ 穴 や 亀 裂 な ど ） が 生 じ
た 場 合 で も 、 保 護 壁 パ タ ー ン ５ お よ び 内 側 の シ ー ル パ タ ー ン ３ ｂ に よ っ て エ ッ チ ン グ 液 の
基 板 間 へ の 侵 入 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
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　 な お 、 図 １ お よ び 図 ４ ～ 図 ６ で は 、 基 板 外 周 部 １ ｃ に 線 状 の 保 護 壁 パ タ ー ン ５ を １ 本 形
成 し た が 、 保 護 壁 パ タ ー ン ５ の 本 数 は 特 に 制 限 さ れ ず 、 複 数 本 で あ っ て も よ い 。 線 状 の 保
護 壁 パ タ ー ン ５ を 複 数 本 形 成 す る 場 合 、 保 護 壁 パ タ ー ン ５ が 全 て シ ー ル パ タ ー ン ３ 内 に 埋
め 込 ま れ た シ ー ル 構 造 と し て も よ く 、 ま た 、 一 部 を シ ー ル パ タ ー ン ３ の 内 側 ま た は 外 側 に
接 す る よ う に 形 成 し 、 残 り を シ ー ル パ タ ー ン ３ に 埋 め 込 ん で 形 成 す る よ う に し て も よ い 。
さ ら に 、 保 護 壁 パ タ ー ン ５ に よ っ て シ ー ル パ タ ー ン ３ を 挟 み 込 ん で 、 残 り の 保 護 壁 パ タ ー
ン ５ を シ ー ル パ タ ー ン ３ 内 に 埋 め 込 ん だ シ ー ル 構 造 と し て も よ い 。
（ 実 施 形 態 ２ ）
　 図 ７ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 ２ に 係 る パ ネ ル 基 板 の 要 部 構 成 例 を 示 す 平 面 図 で あ り 、 貼 り
合 わ せ 基 板 外 周 部 分 の 空 気 抜 け 部 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 ７ に お い て 、 保 護 壁 パ タ ー ン ５ の 柱 状 パ タ ー ン ５ ｂ と し て 、 シ ー ル パ タ ー ン ３ ｂ お よ
び 保 護 壁 パ タ ー ン ５ の 線 状 パ タ ー ン ５ ａ に 設 け ら れ た 液 晶 注 入 時 の 空 気 抜 け 口 ７ に 柱 状 ス
ペ ー サ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 し た が っ て 、 本 実 施 形 態 ２ に よ れ ば 、 空 気 抜 け 口 ７ に 柱 状 の 柱 状 パ タ ー ン ５ ｂ と し て 柱
状 ス ペ ー サ を 形 成 す る こ と に よ り 、 エ ッ チ ン グ 液 封 止 パ タ ー ン ６ と 柱 状 パ タ ー ン ５ ｂ と が
接 合 し て 、 よ り 強 固 な 状 態 で 空 気 抜 け 口 ７ が 貫 通 し な く な っ て エ ッ チ ン グ 液 の 基 板 間 へ の
侵 入 を よ り 確 実 に 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 従 来 、 空 気 抜 け 口 ７ は 、 エ ッ チ ン グ 封 止 パ タ ー ン ６ の み に よ っ て エ ッ チ ン グ 液 の 侵 入 を
防 止 し て い た が 、 本 実 施 形 態 ２ に よ れ ば 、 基 板 貼 り 合 わ せ 時 の 基 板 内 か ら の 空 気 抜 け 道 を
確 保 し つ つ 、 そ の 後 の エ ッ チ ン グ 液 封 止 パ タ ー ン ６ に よ り 空 気 抜 け 口 ７ か ら の 基 板 内 へ の
エ ッ チ ン グ 液 の 侵 入 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 ２ で は 、 保 護 壁 パ タ ー ン ５ と し て 柱 状 パ タ ー ン ５ ｂ を 単 独 で 形 成 し て
基 板 外 周 部 １ ｃ の 空 気 抜 け 口 ７ 以 外 の 部 分 に つ い て は 柱 状 パ タ ー ン ５ ｂ を 設 け な い 構 成 も
可 能 で あ る が 、 基 板 外 周 部 １ ｃ の 空 気 抜 け 口 ７ 以 外 の 部 分 に つ い て 、 図 ７ に 示 す よ う に 、
上 記 実 施 形 態 １ の よ う な 線 状 の シ ー ル パ タ ー ン ３ ｂ 、 線 状 パ タ ー ン ５ ａ お よ び エ ッ チ ン グ
液 封 止 パ タ ー ン ６ を 組 合 わ せ た シ ー ル 構 造 と し 、 空 気 抜 け 口 ７ に つ い て は 柱 状 パ タ ー ン ５
ｂ お よ び エ ッ チ ン グ 液 封 止 パ タ ー ン ６ を 組 合 わ せ た シ ー ル 構 造 と す る こ と に よ っ て 、 基 板
全 周 に わ た っ て エ ッ チ ン グ 液 の 基 板 間 へ の 侵 入 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 以 上 に よ り 、 上 記 実 施 形 態 １ ， ２ に よ れ ば 、 フ ォ ト ス ペ ー サ や カ ラ ー フ ィ ル タ の 色 層 な
ど の 材 料 を 用 い て 線 状 ま た は ／ お よ び 柱 状 の 保 護 壁 パ タ ー ン ５ を 形 成 し 、 そ の 保 護 壁 パ タ
ー ン ５ に 沿 っ て シ ー ル 材 を 塗 布 し て シ ー ル パ タ ー ン ３ を 形 成 し た 後 、 こ れ ら の 一 対 の 基 板
を 貼 り 合 わ せ 、 基 板 間 へ の エ ッ チ ン グ 液 の 侵 入 を 防 ぐ た め に エ ッ チ ン グ 液 封 止 材 を 基 板 端
１ ｄ か ら 浸 透 さ せ る 。 貼 り 合 わ せ た 一 対 の 基 板 の 外 周 部 分 に 保 護 壁 パ タ ー ン ５ 、 シ ー ル パ
タ ー ン ３ お よ び エ ッ チ ン グ 液 封 止 パ タ ー ン ６ の 三 重 シ ー ル 構 造 が 形 成 さ れ て い る た め 、 シ
ー ル パ タ ー ン ３ や 封 止 パ タ ー ン ６ に 欠 陥 （ 穴 や 亀 裂 な ど ） が あ っ て も 、 保 護 壁 パ タ ー ン ５
に よ っ て 貼 り 合 わ せ た 一 対 の 基 板 間 へ の エ ッ チ ン グ 液 侵 入 を 阻 止 す る こ と が で き る 。 こ の
よ う に 、 貼 り 合 わ せ た 一 対 の 基 板 間 へ の エ ッ チ ン グ 液 の 侵 入 に よ る 各 種 表 示 不 良 の 発 生 を
防 止 し つ つ 、 パ ネ ル 基 板 の 薄 型 加 工 を 行 う こ と が で き る 。 こ の よ う に し て 製 造 さ れ た 薄 型
の パ ネ ル 基 板 を 用 い て 薄 型 で 軽 量 の 液 晶 表 示 パ ネ ル さ ら に こ れ を 用 い て 液 晶 表 示 装 置 を 製
造 す る こ と が で き る 。 こ の 液 晶 表 示 装 置 は テ レ ビ ジ ョ ン 装 置 や パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 、
さ ら に は ビ デ オ カ メ ラ な ど の デ ィ ス プ レ イ に 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ま た 、 フ ォ ト ス ペ ー サ 材 料 を 用 い て 保 護 壁 パ タ ー ン を 形 成 す る こ と に よ り 、 従 来 の 薄 型
加 工 技 術 に 比 べ て 早 期 に 欠 陥 検 査 を 行 う こ と が で き る 。 さ ら に 、 フ ォ ト ス ペ ー サ 材 料 を 用
い て 保 護 壁 パ タ ー ン に 欠 陥 が 無 い 良 品 の カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の み を 使 用 し て 液 晶 表 示 装 置
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を 作 製 す る こ と が で き る た め 、 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 歩 留 ま り を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 こ の よ う に 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー で Ｐ Ｓ パ タ ー ン を 形 成 す る こ と に よ り 、 （ １ ） 早 期
に 欠 陥 検 査 を 行 う こ と が で き る 理 由 、 （ ２ ） 良 品 の Ｃ Ｆ 基 板 の み を 用 い て 液 晶 表 示 装 置 の
製 造 が 可 能 と な る 理 由 に つ い て 説 明 す る 。
（ １ ） 早 期 に 欠 陥 検 査 を 行 う こ と が で き る 理 由
　 従 来 の 薄 型 プ ロ セ ス で は 、 エ ッ チ ン グ 液 封 止 材 塗 布 後 に 欠 陥 検 査 を 実 施 し て い る 。 エ ッ
チ ン グ 液 浸 漬 す る 直 前 で あ り 、 欠 陥 を 見 逃 し た 場 合 の 損 失 は 大 き く な る 。 こ れ に 比 べ て 、
本 発 明 で は Ｐ Ｓ パ タ ー ン の 保 護 壁 効 果 に よ り エ ッ チ ン グ 液 封 止 材 や シ ー ル パ タ ー ン に 欠 陥
が 発 生 し て い て も エ ッ チ ン グ 液 が 侵 入 せ ず 、 エ ッ チ ン グ 液 封 止 剤 塗 布 後 の 検 査 が 不 要 と な
る 。 た だ し 、 こ れ は Ｐ Ｓ パ タ ー ン に 欠 陥 の な い 事 が 前 提 と な り 、 Ｐ Ｓ パ タ ー ン に 欠 陥 が な
い か を 検 査 す る 必 要 が 生 じ る 。 し た が っ て 、 エ ッ チ ン グ 液 封 止 材 塗 布 後 検 査 か ら Ｐ Ｓ 形 成
工 程 （ 液 晶 工 程 よ り も 前 の 工 程 ） 後 と い う 早 期 段 階 で 検 査 を 行 う こ と が で き る 。
（ ２ ） 良 品 の Ｃ Ｆ 基 板 の み を 用 い て 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 が 可 能 と な る 理 由
　 こ こ で 記 載 の “ 良 品 の Ｃ Ｆ 基 板 ” と い う の は 、 あ く ま で 保 護 壁 パ タ ー ン と し て 形 成 し た
Ｐ Ｓ パ タ ー ン に 関 し て 、 Ｐ Ｓ パ タ ー ン 形 成 後 に 欠 陥 検 査 を 行 い 、 正 常 な パ タ ー ン と 確 認 さ
れ た カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の こ と で あ る 。 保 護 壁 パ タ ー ン に つ い て は 、 三 波 長 管 を 用 い た 目
視 観 察 で 欠 陥 発 見 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 １ ， ２ を 用 い て 本 発 明 を 例 示 し て き た が 、 本
発 明 は 、 こ の 実 施 形 態 １ ， ２ に 限 定 し て 解 釈 さ れ る べ き も の で は な い 。 本 発 明 は 、 特 許 請
求 の 範 囲 に よ っ て の み そ の 範 囲 が 解 釈 さ れ る べ き で あ る こ と が 理 解 さ れ る 。 当 業 者 は 、 本
発 明 の 具 体 的 な 好 ま し い 実 施 形 態 １ ， ２ の 記 載 か ら 、 本 発 明 の 記 載 お よ び 技 術 常 識 に 基 づ
い て 等 価 な 範 囲 を 実 施 す る こ と が で き る こ と が 理 解 さ れ る 。 本 明 細 書 に お い て 引 用 し た 特
許 、 特 許 出 願 お よ び 文 献 は 、 そ の 内 容 自 体 が 具 体 的 に 本 明 細 書 に 記 載 さ れ て い る の と 同 様
に そ の 内 容 が 本 明 細 書 に 対 す る 参 考 と し て 援 用 さ れ る べ き で あ る こ と が 理 解 さ れ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 本 発 明 は 、 複 数 の 表 示 部 が 設 け ら れ た 一 対 の 基 板 が 所 定 間 隔 を 空 け て シ ー ル 材 に よ り 貼
り 合 わ さ れ た パ ネ ル 基 板 、 こ の パ ネ ル 基 板 の 製 造 方 法 お よ び 、 こ れ を 用 い た 液 晶 表 示 パ ネ
ル の 製 造 方 法 の 分 野 に お い て 、 貼 り 合 せ 基 板 で あ る パ ネ ル 基 板 の 外 周 部 に 保 護 壁 パ タ ー ン
、 シ ー ル パ タ ー ン お よ び エ ッ チ ン グ 液 封 止 パ タ ー ン の 三 重 シ ー ル 構 造 を 形 成 す る こ と に よ
っ て 、 シ ー ル 材 お よ び エ ッ チ ン グ 液 封 止 材 の 各 パ タ ー ン に 欠 陥 （ 穴 や 亀 裂 な ど ） が 生 じ た
場 合 で も 、 保 護 壁 パ タ ー ン に よ っ て エ ッ チ ン グ 液 の 貼 り 合 わ せ 基 板 間 へ の 侵 入 を 防 ぐ こ と
が 可 能 と な り 、 従 来 の よ う に 表 示 不 良 を 発 生 さ せ る こ と な く 、 よ り 確 実 に 薄 型 加 工 を 行 っ
て 軽 量 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 １ の パ ネ ル 基 板 に お け る 貼 り 合 せ 基 板 の 表 示 部 端 か ら 基 板 端 ま
で の 要 部 構 成 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ ａ ） は 、 図 １ の パ ネ ル 基 板 の 要 部 構 成 例 を 示 す 平 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） と は 別
の パ ネ ル 基 板 の 要 部 構 成 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 液 晶 表 示 パ ネ ル の 製 造 工 程 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 １ の パ ネ ル 基 板 に お け る 他 の 貼 り 合 わ せ 基 板 の 表 示 部 端 か ら 基
板 端 ま で の 要 部 構 成 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 １ の パ ネ ル 基 板 に お け る 更 に 他 の 貼 り 合 わ せ 基 板 の 表 示 部 端 か
ら 基 板 端 ま で の 要 部 構 成 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 １ の パ ネ ル 基 板 に お け る 別 の 貼 り 合 わ せ 基 板 の 表 示 部 端 か ら 基
板 端 ま で の 要 部 構 成 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 ２ の パ ネ ル 基 板 に お け る 貼 り 合 わ せ 基 板 外 周 部 分 の 空 気 抜 け 口
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周 辺 部 分 の 要 部 構 成 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 （ ａ ） お よ び （ ｂ ） は 、 従 来 技 術 の 問 題 点 を 説 明 す る た め の パ ネ ル 基 板 の 要 部 構
成 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 １ ａ 　 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板
１ ｂ 　 Ｃ Ｆ 基 板
　 １ ｃ 　 基 板 外 周 部
１ ｄ 　 基 板 端
　 ２ 　 表 示 部
　 ３ ， ３ ａ ， ３ ｂ 　 シ ー ル パ タ ー ン
　 ４ 　 液 晶 層
　 ５ 　 保 護 壁 パ タ ー ン
　 ５ ａ 　 線 状 パ タ ー ン
　 ５ ｂ 　 柱 状 パ タ ー ン
　 ６ 　 エ ッ チ ン グ 液 封 止 パ タ ー ン
　 ７ 　 空 気 抜 け 口
　 １ ０ 　 パ ネ ル 基 板
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

(17) JP 2006-243658 A 2006.9.14



【 図 ８ 】

(18) JP 2006-243658 A 2006.9.14



フロントページの続き

(72)発明者  嶋崎　達男
            大阪府大阪市阿倍野区長池町２２番２２号　シャープ株式会社内
Ｆターム(参考) 2H088 FA02  FA04  FA05  FA10  FA19  FA26  FA28  HA01  HA12  MA20 
　　　　 　　  2H089 HA10  KA01  LA09  LA13  LA42  MA04X MA04Y NA14  PA01  PA15 
　　　　 　　        QA11  QA16  TA01  TA12 
　　　　 　　  2H090 JB02  JC01  LA02  LA03  LA15 

(19) JP 2006-243658 A 2006.9.14



专利名称(译) 面板基板，制造面板基板的方法和制造液晶显示板的方法

公开(公告)号 JP2006243658A 公开(公告)日 2006-09-14

申请号 JP2005062835 申请日 2005-03-07

[标]申请(专利权)人(译) 夏普株式会社

申请(专利权)人(译) 夏普公司

[标]发明人 西脇章剛
鎌田正吾
嶋崎達男

发明人 西脇 章剛
鎌田 正吾
嶋崎 達男

IPC分类号 G02F1/1339 G02F1/13 G02F1/1333

FI分类号 G02F1/1339.505 G02F1/13.101 G02F1/1333.500

F-TERM分类号 2H088/FA02 2H088/FA04 2H088/FA05 2H088/FA10 2H088/FA19 2H088/FA26 2H088/FA28 2H088
/HA01 2H088/HA12 2H088/MA20 2H089/HA10 2H089/KA01 2H089/LA09 2H089/LA13 2H089/LA42 
2H089/MA04X 2H089/MA04Y 2H089/NA14 2H089/PA01 2H089/PA15 2H089/QA11 2H089/QA16 
2H089/TA01 2H089/TA12 2H090/JB02 2H090/JC01 2H090/LA02 2H090/LA03 2H090/LA15 2H189
/AA10 2H189/BA11 2H189/CA10 2H189/CA18 2H189/CA21 2H189/DA07 2H189/DA08 2H189/DA22 
2H189/DA34 2H189/DA35 2H189/DA37 2H189/DA48 2H189/DA73 2H189/DA90 2H189/EA06X 2H189
/FA25 2H189/FA70 2H189/FA79 2H189/HA11 2H189/HA16 2H189/LA14 2H190/JB02 2H190/JC01 
2H190/LA02 2H190/LA03 2H190/LA15

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：对液晶显示装置进行薄处理，而不会由于蚀刻液侵入接合
基板之间而引起缺陷。 解决方案：线性或圆柱状的保护壁图案5是使用
诸如光敏垫片或彩色滤光片的彩色层之类的材料形成的，沿着保护壁图
案5施加密封材料以形成密封图案3。 之后，将一对基板接合在一起，并
且蚀刻液密封材料6从基板端部1渗透以防止蚀刻液进入。 由于保护壁图
案5的三重密封结构，在一对接合基板的外周部上形成有密封图案3和密
封图案6，因此即使密封图案3或密封图案6存在缺陷，也能够得到保
护。 壁图案5防止蚀刻溶液进入结合在一起的一对基板之间。 [选型图]图
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